
   出品リスト（展示順）

作品
番号

作家名 作品名 制作年 技法／材質 備考

57

65

79

85

98

115

125

137

138

150

166

179

190

208

58-64

66-78

80-82

83-84

86-97

99-114

116-124

126-136

139-149

151-165

167-178

180-183

184-189

191-207

209

     会場：三鷹市美術ギャラリー     主催：三鷹市美術ギャラリー・（公財）三鷹市スポーツと文化財団

後期：2024年7月13日(土) ～ 8月18日(日)



作品
番号

作家名 作品名 制作年 技法／材質
エディ
ション

56

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

210

240

241 Phone

242

243

244

245

246

247

248 2/20

249 2/20

250 2/20

251 FROM LINE 1 12/50

252 FROM LINE 2 12/50

253 FROM LINE 3 12/50

254 FROM LINE 4 12/50

255 FROM LINE 5 12/50

256 FROM LINE 6 12/50

257 FROM LINE 7 12/50

258 FROM LINE 8 12/50

259 FROM LINE 9 12/50

イメージ寸法
（縦×横）



作品
番号

作家名 作品名 制作年 技法／材質
エディ
ション

260 FROM LINE 10 12/50

261 FROM LINE 11 12/50

262 FROM LINE 12 12/50

271 With Winds

263 1/30

264 1/30

265 1/30

266 13/30

267 22/50

268 45/50

269 29/50

270 47/50

272 Correspondence

イメージ寸法
（縦×横）

「石版東京図絵」

1967（昭和42）年1月4日から6月1日にかけて毎日新聞に連載された小説で、作者

は永井龍男。挿絵は横山操が担当。

明治・大正の東京下町、市井の人々の暮らしや職人の世界、関東大震災、戦争に

よって町や人が変わっていく様子が、東京神田に住む関由太郎の成長をとおして

描かれている。



1920（大正9）-1973（昭和48）年

1947（昭和22）年-

1936（昭和11）年-

　米谷清和　YONETANI Kiyokazu

　李禹煥　Lee Ufan

　横山操　YOKOYAMA Misao

新潟県西蒲原郡吉田村（現・燕市）に生まれる。1922年横山家の養子となる。小学校5年

生から絵を描き始め、1934年吉田尋常高等小学校（現・十日町市立吉田小学校）卒業後に

は、画家になることを志して上京し、神田錦町の塗料店に住み込みで働く。その後、光風

会会員の画家・石川雅山の内弟子となり、版下やポスター描きを手伝いはじめる。石川雅

山の勧めで翌年日本画へと転向し、川端画学校日本画部（夜間部）に通いはじめる。1940

年「第12回青龍展」で初入選となり川端龍子の目に留まる。同年召集され、中国各地を転

戦する。1945年敗戦と同時にカザフ・ソビエト社会主義共和国（現・カザフスタン共和

国）に抑留される。1950年復員。1956年銀座松坂屋にて初個展を開催、同年「第28回青

龍展」にて《炎炎桜島》が青龍賞を受賞する。1959年三鷹市大沢に自宅とアトリエを建て

る。1965年から多摩美術大学日本画科で実技指導にあたる。1966年多摩美術大学日本画

科教授就任。1973年、死去。享年53歳。

福井県福井市生まれ。1963年福井県総合美術展に初入選する。高校１年生の時に日本画

家・横山操に憧れ、その指導を受けるために1967年多摩美術大学日本画科に入学する。

1969年横山操奨学金による欧州旅行でイギリスやイタリアなどを巡る。1972年「第4回日

展」に初入選。1973年多摩美術大学大学院美術研究科絵画専攻を修了する。1977年日展

で《刻々》が特選受賞し、翌年「第１回東京セントラル美術館日本画大賞展」に出品し佳

作賞を受賞する。1981年より多摩美術大学日本画科講師を務める。1984年横の会の結成

に参加。1998年多摩美術大学日本画科教授に就任。2017年同大学を退職する。多摩美術

大学名誉教授。

韓国・慶尚南道に生まれる。1956年ソウル大学校美術大学を中退し、来日する。1961年

日本大学文理学部哲学科を卒業。1962-65年日本画府に所属し、日本画の技法を学ぶ。

1963年中央公論画廊にて初個展を開催。1969年美術出版社の第6回芸術評論募集に応募し

た「事物から存在へ」が入選する。その後、60年代の終わり頃から始まったもの派のメン

バーとして、制作だけではなく批評の面でも中心的存在を担うようになる。1971年発表さ

れた『出会いを求めて』（田畑書店）はもの派の理論を支える重要文献となる。また同年

「第7回パリ青年ビエンナーレ」への出品をきっかけにヨーロッパでの活動を展開し、

1997年フランスのジュ・ド・ポーム国立美術館にてアジアの現代作家として初の個展が開

催される。多摩美術大学名誉教授。


